
(別紙様式３）

〇各学部において、整理された指導内
容が適切に記述された年間指導計画が
複数教科で完成。
〇年間指導計画の見直しを中心に据え
た「竹田支援式カリキュラム・マネジメン
ト」が完成。

〇授業改善の充実につながる「竹田支援式
カリキュラム・マネジメント」の確立
　・教科別に「基礎基本」となる指導内容を
整理
　・授業実践を通した年間指導計画の見直
し

PL:主幹教諭
（教務部担当）
　教務主任
SL:学部主事
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〇８月と１２月に学部主事を中心に授業実践の評価と
年間指導計画の見直しを行い、指導内容の妥当性を
検討した。２月それらを反映した年間指導計画が完成
した。
〇教務主任や学部主事が、スケージュールや手順を
具体的に示し、進捗を管理したことで「竹田式カリキュ
ラム・マネジメント」が完成した。

〇各学部が研究対象とした教科におい
て、主体的に学ぶ姿を 引き出すための
指導方法を工夫し、学習指導案に示す
ことのできた教員の割合90％以上
〇研究対象の教科で各教員が担当する
一題材以上の授業に おいて、主体的に
学んでいる児童生徒の割合が80％以上

〇子どもが自分の学習を振り返り、達成感
を持つことのできる授業づくり
　（校内研究としての取組…一人一実践）
　・竹田支援学校版「主体的に学ぶ姿」の具
体化
　・子どもが自ら気づき、自己評価する授業
の工夫と実践

PL:
研究主任
主幹教諭
　(研修部担
当）
SL:
学部主事
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〇主体的に学ぶ姿を 引き出すための指導方法を工
夫し、学習指導案に示すことのできた教員の割合は、
９６％であった。研修部より「主体的に学ぶ姿のチェッ
クリスト」も提案され、めざす児童生徒像がより具体的
になった。
〇児童生徒が自己評価をし、主体的に学んでいると
回答した児童生徒は89％であった。

〇年間のヒヤリハット報告を全教員が複
数件報告（ヒヤリハットを複数件スプレッ
ドシートに入力した教員：前期50％、後
期100％）
〇ヒヤリハットを共有し分析する学部会
を各学期に1回以上開催した学部100％

〇ヒヤリハット（インシデント）を見落とさな
い・見逃さない教員の育成
〇ヒヤリハット（インシデント）の即時共有と
分析・検証する体制の確立
〇ヒヤリハット（インシデント）の分析結果か
ら改善策の提案・実施

PL:
主幹教諭
　（生徒指導
部担当）
生徒指導主任
SL:
学部主事
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〇ヒヤリハットを報告した職員は、84％であった。ま
た、ヒヤリハットを共有し分析する学部会は、各学部と
もに１回以上開催した。さらに、保健主任が職員会議
で校内で注目すべき事例と対応について報告し、危
険防止の意識向上に努めた。

ヒヤリハット報告数の減少傾向
に対し、ヒヤリハット報告の意義
を再確認する必要がある。また、
ヒヤリハット事例を活かし、アクシ
デント防止策を検討する。

ヒヤリハット報告は児童生徒の
安全を守るための気づきを高め
ることが大切であり、報告数にあ
まりとらわれすぎないことが大切
である。

〇各種訓練時に、自分の役割を理解し
て適切に行動できる教員90%以上
〇生徒のアンケートや振り返りから防災
教育に対する指導・支援 を工夫した教
員80%以上
〇訓練のめあてを達成できたと回等す
る児童生徒の割合前期60％以上、後期
70％以上

〇コミュニティスクール防災教育部会の開催
と連携についての協議
〇学校安全計画に基づいた、実際を想定し
た各種訓練の充実
〇地域と連携した避難訓練の実施と主体性
を引き出す振り返りの実施
〇訓練のめあてをできたと回答する児童生
徒の育成

PL:
主幹教諭
　（生徒指導部担
当）
　生徒指導主任
SL:
学部主事
防災教育コーディ
ネーター
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〇各種訓練時に、自分の役割を理解して適切に行動
できた教員は96%だった。また、全ての教員が、防災
教育に対する指導・支援 に対し工夫をした。なお、訓
練のめあてを達成できたと回答する児童生徒の割合
は、後期９１％であった。
〇学校運営協議会を３回開き、地域と連携した避難
訓練に対する意見聴取ができ、訓練が充実しつつあ
る。

単なる避難行動の確認にとどま
らず、自助、共助、公助の視点を
取り入れた避難訓練を実施する
必要がある。

南部小学校との合同避難訓練、
地元地域住民をゲストティー
チャーとして呼ぶなど、今の訓練
をもう一歩踏み込んだものにして
はどうか。

新分掌機構の課題や問題点を
把握し、改善策を検討し、実施す
る。

ワークライフバランスを両立させ
るため、自分に合った業務遂行
方法を工夫する必要がある。

アンケートの分析においては、で
きた人の割合を示すことも大事
だが、できなかった人がどのよう
な理由でできなかったのかを探
ることの方が大切である。そし
て、できない理由は組織やチー
ムで連携して解決してほしい。
学期ごとに評価・改善を繰り返す
竹田式カリキュラム・マネジメント
は年度末に仕事が偏らずよい。
雑にならない。１学期の反省を２
学期に活かせるといった利点が
ある。

保護者から、学校メールを活用し
た出欠連絡やお知らせ文書の送
信について、紙の節約や時間の
節約、連絡の取りやすさから好
評であった。また、保護者は学校
から受け取った情報をむやみに
アップロードや拡散をしないよう
に学校は注意喚起をする必要が
ある。

総合評価
次年度への展望等

本年度の大きな柱としてあげた「授業改善」、「安全・安心な学校づくりの取組」、「働き方改革」のいずれの取組においても、職員一人ひとりの意識の高まりや個人と組織が協働したことで一定の成果を上げたと思われる。次年度
は、高等部卒業後１２年間を見通した進路指導やキャリア教育の充実を通し、地域と協働した児童生徒の育成が課題である。また、働き方改革については、今後の教職員の増減に耐えうる組織改革が喫緊の課題である。

〇職員が主体性に考えて
実践できる働き方改革の取
組の深化

〇分掌主任会を２回（９月・２月）に行い、行事や各種
業務の削減・縮小案を検討した。学校メールの活用、
PTA活動の縮小、分掌機構の再編成など業務を改善
した。
〇勤務時間や休暇取得等のデータを分析して改善策
を考案した職員は100%であった。
〇勤務時間や休暇取得等のデータを分析して得た改
善策を 実践した職員100%であった。

竹田式カリキュラムマネジメント
が完成し、主体的な学びを目指
した授業改善も深化したので、来
年度は、その学びを実生活で活
かせるような授業の工夫と、高等
部卒業後を見越した小・中・高等
部を通した系統的な指導計画の
作成を検討する。

〇「空き時間」を組み込んだ日課表づくり（学部主事・
通年）
〇Webてアンケートによる職員実態の把握（教頭：学期
に1回）
〇分掌主任会にて各種行事の精選や実施計画の工
夫について協議・共通理解
   （年2回）

〇Webやメールを活用した仕事の効率化 ・
WebアンケートやICTを活用した仕事の効率
化の推進と各種行事の精選
〇職員の働き方改革に対して主体的に考
え、見通しを持った計画的な 働き方の推奨
〇職員の働き方の見える化の推進
  ・勤務時間や休暇取得等のデータの主体
的な分析と改善策の考案・ 実践
〇各学部の実態に応じた「空き時間」の捻
出の工夫（学部主事)

〇各種行事の精選や実施計画の工夫
の結果を年2回示す
〇勤務時間や休暇取得等のデータを分
析して改善策を考案した職員100%
〇勤務時間や休暇取得等のデータを分
析して得た改善策を 実践した職員80%

PL:教頭
SL:
学部主事
教務主任情報
化推進リー
ダー
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令和  7 年度学校評価（年間評価）

次年度の改善策 学校関係者評価

〇主体的に行動できる職員
の育成と地域と連携 した防
災教育の推進による安全・
安心な学校づくりの深化

学校名   竹田支援学校

分析・考察

〇安定したカリキュラム・マ
ネジメントにより充実した授
業を通して主体的に学ぶ児
童生徒育成の深化

重点的取組
ＰＬ
ＳＬ

自己評価結果

評価
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〇安定したカリキュラム・マネジメントにより充実した授業を通して主体的に学ぶ児童生徒育成の深化
〇主体的に行動できる職員の育成と地域と連携 した防災教育の推進による安全・安心な学校づくりの深化
〇職員が主体性に考えて実践できる働き方改革の取組の深化

取組指標

重点目標

本年度の大きな柱としてあげた「授業改善」、「安全・安心な学校づくりの取組」、「働き方改革」のいずれの取組においても、本校の仕組み化、組織化を徹底したことによって一定の成果を上げたと思われる。次年度は、本年度の
取組について、その形を維持・継続しつつも、それぞれの取組について、児童生徒や職員が主体的に振り返ったことを教育活動に落とし込む、真の意味での「深化」が課題である。

前年度評価結果の
概要

学校教育目標

児童生徒一人一人の尊厳を重んじ、きめ細かな指導をとおして個々の能力や適性を伸ばし、今を、将来を、主体
的に生活し、社会の中で協力して心豊かに生きる児童生徒を育成する。

重点目標 達成(成果)指標

中期目標

（１）安定したカリキュラム・マネジメントによる質の高い教育課程の編成と生きる力
を培うための授業実践の充実
（２）家庭、地域、関係機関等との連携による安全、安心な学校づくり
（３）仕事の効率化による働き方改革

〇学部会でのヒヤリハット報告・情報共有（月１回）
〇学部会でのヒヤリハットの事例分析と検証、改善案
の提示（学期に１回）
〇学部会でのヒヤリハット改善案の実施状況確認
（改善案提示後、月１回）

〇地域と連携した防災体制の確立と避難訓練の実施
〇児童生徒および教職員が主体性を持って取り組む
防災教育の実践
〇防災教育について協議するコミュニティスクール防
災教育部会の開催（年２回）
〇各種訓練後のアンケートの実施

〇PLより①指導内容の整理②年間指導計画の見直し
の手順と年間の取組スケジュールを示す（4月末）
〇SLが各学部、学年における取組の具体的な計画を
示す（5月）
〇手順に沿って対象教科の指導内容を整理（8月末ま
で）
〇授業評価をもとに年間指導計画を見直し、整理した
指導内容を位置付けて完成 させる（2月末まで）

〇研修部より ①「主体的に学ぶ姿」の具体化  ②一人
一実践の取組の取組スケジュールを示す（4月中旬）
    ・授業公開研（１学期）に向けた指導案審議（4～5
月）
    ・学習指導案を伴う授業実践（6～7月）
    ・1学期の授業実践をもとにした改善授業（2学期）
〇主体的に学ぶ姿のチェックリストや児童生徒へのア
ンケートの作成（1学期）と実施（2学期）
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